
質問 ガードレール基礎 

初めまして。早速ですが、県道に土中用ガードレールを設置するのですが、埋

設物が有るため打ち込めません。コンクリート基礎として施工したいのですが、

設計計算が出来ません。500×500×500 でいけますか？ 

回答 

ご質問の内容だけでは適切な回答はできませんが，参考として B 種ガードレ

ールを下図のように設置するものとして説明させていただきます。 

 

基礎の重量(無筋コンクリート) 88.2235.05.05.0 W kN 

転倒に対する安全率 

   背面からの土圧を無視すると 
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 車両が衝突をすると転倒します。 

 仮設用ガードレール基礎として，500×500×500 サイズのコンクリート基礎が

よく使用されています。根拠は定かでありませんが，単にドライバーの視線誘

導であるという説もあります。 

 しかし，車両が衝突して事故が発生した場合，マスコミ等からは「この防護

柵基礎はどのような根拠で作られていますか？」「安全が保証される車両の種

類や速度はいくらですか？」といった質問を浴びせられることが予想されます。 

これからの時代は，説明責任を果たすことが世間から要求されます。一般の

人々に対してもキチッと説明できるようにすべきと思われます。 

 技術基準としては，日本道路協会から「道路土工擁壁工指針」や「車両用防

護柵標準仕様」が出されています。これに則って安全性を照査すべきです。 

高知県コンクリート工業製品組合の「プレガード」などを使用すれば安全性

が確保できます。 
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